
e スポーツとゲーム依存症 

校長 松永哲郎 

 今年、話題になったことに「ゲーム」があります。一つは８月にインドネシアのジャカルタ・パレ

ンバンで行われたアジア大会で e スポーツがデモンストレーション競技として行われ、日本人が優

勝したこと。もう一つは、ＷＨＯ（世界保健機関）がゲームのやり過ぎで日常生活に支障をきたして

いる場合を「ゲーム依存症」と認定してことです。 

 e スポーツが、オリンピック種目の採用を目指していることも話題になりました。「プレイ論」か

らすると、娯楽や楽しみの中でルールがあって競技性があれば、スポーツということになるという理

屈ですが、どうでしょうか。しかし、全世界に普及し、多くの人がプレイヤーとなっていることも事

実です。もしオリンピック種目になったら、将来のオリンピック選手を目指して、子どもたちに奨励

するでしょうか・・・・。それは難しいかもしれません。 

 なぜなら、eスポーツはコンピューターゲームであり、「ハマる」ように設計されているからです。

ですから「ゲーム依存症」に陥りやすいと思うのです。その結果はよいものではありません。ゲーム

そのものを悪く言うつもりはありませんが、大人が自己責任で例えば１日１０時間以上やるのと、心

身共に成長過程の子どもが同じ時間をやるのとでは意味が違います。 

 ゲーム機端末を買って与えるのは、保護者です。ですが後は子どもの主体性に任せると言って、放

任してしまうのは、リスクが大きすぎます。ですから、家庭でルールを決めることが一般的に行われ

ています。しかし「ゲームをしすぎないように時間を決めてやること」では曖昧です。ルールの実践

に際し大事なことは、「宿題が終わったらやること」「食事の時はしないこと」「夜１０時にはやめる

こと」などの具体的な事柄を納得させて始めることです。そして、できたら褒め、できなかったらペ

ナルティーを課すなどの管理が必要です。 

 子どもの時代は、様々な学習や遊び、体験をして心身を鍛えていくことが大事です。また、家族と

のかかわりに安らぎを得られれば、仮想現実の世界（ゲームの中の世界）から容易に現実の世界に戻

って来られます。 

 

 

 

 

 

 

 

メディア安全教室（１２月） 

 

 ２０１８年もまもなく暮れようとしています。平成最後の年越しとなります。新しい年が皆様にと

りまして、幸多き年になりますよう、お祈りいたします。 

新井中央小だより 
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自分もみんなも 明るく うれしく よかったね 



 

                                         

１２月７日（金）にゲストティーチャーを招き、第 2 回「人権教育、同和教育を学ぶ会」

が開催されました。妙高市、上越市の教職員、教育行政職員、保護者、地域の皆様など

50名以上の参観者が集い、子どもたちの真剣に学ぶ姿を見詰めました。 

ゲストティーチャーの話から、差別をなくすために自分は何ができるのか、どう変

わっていきたいのかを子どもたちは真剣に考え、自分の言葉で力強く発表しました。

授業後の参会者のワークショップでは、大人も子どもたちに負けないように、自分の

感じていることを交流し合い、共に学び続けていく意欲を高めました。大人も子ども

も互いに学び合う、印象的な「学ぶ会」になりました。 

 

  

いよいよ、子どもたちが楽しみにしていた冬休みです。学校では、「冬休みのきま

り」を基に各学級で指導をしました。ご家庭や地域でも、是非、ご協力をお願いいた

します。 

○お子さんの実態をよく見て、話をよく聞き、冬休みの過ごし方を一緒に考えま  

しょう。 

○自分で計画を立て自主的・自律的に生活できるように、家族で見守りましょう。 

○家庭における役割を自覚し、その役割を果たすことによって家族の一員として力を合わせ、生活をよりよいものに

していこうとする態度を育てましょう。 

○地域行事に進んで参加しながら、地域を愛する心や社会性が育つように子どもたちを見守りましょう。気持ちのよ

い挨拶はまず家庭からお願いします。 

毎日の見守り、ありがとうございました！  

 本年度大きな交通事故もなく、子どもたちは無事安全に過ごせまし

た。12月11日（火）には安全ボランティア情報交換会が開催されま

した。有志で登下校の見守りをしてくださる方々が集い、地域の危険箇

所から各地区のボランティア活動状況、子どもたちの挨拶の様子まで熱

心に話し合っていただきました。多くの方々に支えられていることをお

知らせすると共に、今後の見守りについてもよろしくお願いいたしま

す。 

 

 

 

 

 
8(火) 3学期始業式  

地域子ども会  集団下校11:45  

10(木)  6年生スキー教室①(杉ノ原ｽｷｰ場) 

諸費引き落とし日 

  11(金) 放課後ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ教室 

16(水) 5年生スキー教室①(杉ノ原ｽｷｰ場) 

 17(木) なかよし朝会 

18(金) 4年生スキー教室①(池の平ｽｷｰ場) 

      放課後ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ教室 

 

21(月) 避難訓練 

22(火) 6年生スキー教室②(杉ノ原ｽｷｰ場) 

23(水)  学力検査（国語、理科） 

24(木) 学力検査（算数、社会） 

25(金) 2年生スキー教室①(妙高自然の家) 

    放課後ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ教室 

28(月)  諸費引き落とし日（再振替） 

29(火)  4年生スキー教室②(池の平スキー場) 

30(水)  なかよし遊び 

31(木)  5年生スキー教室②(杉ノ原ｽｷｰ場) 

 

第２回人権教育、同和教育を学ぶ会 
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